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建
設
業
界

で
は
、
決
し

て
一
人
で
は

前
に
進
む
こ

と
が
で
き
な

い
。
そ
ん
な

中
、
応
援
し

て
く
れ
る
仲

間
の
存
在
は
あ
り
が
た

い
。

　

上
棟
の
際
に
前
も
っ

て
連
絡
し
て
お
け
ば
、

快
い
返
事
で
応
援
に
来

て
く
れ
る
。
上
棟
仲
間

は
全
員
組
合
員
で
、
支

部
役
員
も
い
れ
ば
、
こ

れ
か
ら
組
合
を
担
う
若

者
も
い
る
。

　

昔
か
ら
組
合
活
動
に

参
加
し
て
多
く
の
人
と

触
れ
合
っ
て
き
た
が
、

み
ん
な
で
励
ま
し
、
応

援
し
合
っ
て
き
た
仲
間

は
、
所
属
支
部
は
も
ち

ろ
ん
、
他
支
部
に
所
属

す
る
組
合
員
も
多
い
。

　

お
互
い
助
け
合
う
と

い
う
精
神
は
、
一
人
親

方
が
多
い
組
合
な
ら
で

は
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

助
け
合
い
の
大
切
さ
を

し
み
じ
み
思
う
日
々
だ
。

　

現
場
で
の
休
憩
時
間

に
は
、
組
合
に
つ
い
て

熱
く
意
見
交
換
す
る
こ

と
も
多
い
。
怪
我
で
通

院
を
し
た
仲
間
に
は
傷

病
手
当
金
な
ど
給
付
情

報
の
話
を
し
、
組
合
員

が
集
ま
れ
ば
お
互
い
が

知
る
限
り
の
情
報
を
交

換
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
組
合

員
で
よ
か
っ
た
」
と
思

え
る
組
合
に
し
て
い
き

た
い
。
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時
間
外
労
働
の
上
限
が
規
制

令
和
６
年
４
月
か
ら
建
設
業
に
も

　
働
き
方
改
革
と
し
て
「
年
５
日
の
年
次
有
給
休

暇
の
確
実
な
取
得
」
と
「
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
」
が
法
定
さ
れ
ま
し
た
。
既
に
適
用
と
な
っ
て

い
る
有
給
休
暇
に
関
す
る
ル
ー
ル
と
、
建
設
業
へ

の
適
用
が
１
年
後
に
迫
っ
た
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
に
つ
い
て
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

労
働
者
か
ら
取
得
の
申
し

出
が
な
い
場
合
は
、
事
業

主
が
日
付
（
時
季
）
を
指

定
し
て
、
５
日
分
を
取
得

さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す

（
労
働
者
自
身
の
申
出
に

よ
り
５
日
分
の
有
休
を
使

　

原
則
と
し
て
、
６
ヶ
月

継
続
し
て
雇
わ
れ
て
い
る

労
働
者
に
は
、
10
日
以
上

の
有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ

ま
す
。
働
き
方
改
革
の
法

改
正
に
よ
り
、
年
10
日
以

上
の
有
休
が
付
与
さ
れ
る

冬の労災事故に注意
冬場は凍結や降雪により転倒しやすい

季節です。作業の際は安全意識を持ち

行動するように心がけましょう。

用
し
て
い
る
場
合
を
除
く
）。

　

こ
の
義
務
は
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
等
の
短
時
間

勤
務
者
で
あ
っ
て
も
変
わ

ら
ず
、
５
日
分
を
取
得
さ

せ
て
い
な
い
場
合
は
処
罰

の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
見
落
と
し
に
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
（
短

時
間
勤
務
者
の
有
休
付
与

日
数
は
左
図
参
照
）。

　

ま
た
事
業
主
が
日
付
を

指
定
す
る
形
で
労
働
者
に

有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
る

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】

全
組
合
員
を
対
象
と
し

た
仲
間
の
助
け
合
い
制

度
「
け
ん
ろ
う
共
済
」

の
祝
金
の
一
つ
に
「
入

学
祝
金
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

　

４
月
１
日
現
在
資
格

の
あ
る
組
合
員
の
子
供

が
対
象
と
な
り
、
小
・

中
学
校
の
入
学
で
１
児

に
つ
き
２
万
円
の
祝
金

が
給
付
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
組
合
員
と
そ
の
配

偶
者
が
共
に
組
合
員
の
場

合
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て

祝
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

今
春
入
学
を
控
え
た
お
子

さ
ん
が
い
る
方
は
忘
れ
ず

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

け
ん
ろ
う
共
済
に
は
そ

の
他
に
も
各
種
祝
金
制
度

が
あ
り
、
組
合
加
入
か
ら

半
年
以
降
の
結
婚
や
出
産

に
加
え
、組
合
員
の
成
人
、

還
暦
等
に
満
年
齢
で
２
万

円
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

給
付
は
組
合
員
本
人
の

１
児
に
つ
き
２
万
円

入
学
祝
金
申
請
忘
れ
ず
に

申
請
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

事
由
発
生
時
か
ら
起
算
し

て
２
年
が
経
過
す
る
と
受

給
権
利
が
消
失
し
ま
す
の

で
、
申
請
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
所

属
支
部
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

けんろう
共　済

場
合
は
、
就
業
規
則
や
雇

用
契
約
書
等
へ
の
記
載
が

必
要
で
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

月
45
時
間

年
３
６
０
時
間
以
内
に

　

令
和
６
年
４
月
以
降
に

適
用
さ
れ
る
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
に
つ
い
て
の

変
更
点
は
、
①
平
常
時
の

業
務
に
対
す
る
時
間
外
労

働
の
上
限（
月
に
45
時
間
、

年
間
で
３
６
０
時
間
）
が

罰
則
付
き
で
法
律
に
規
定

さ
れ
る
こ
と
と
、
②
臨
時

的
な
特
別
な
事
情
（
特
別

令和５年度　支給対象　　

小学校
平成28年４月２日～
平成29年４月１日生

中学校
平成22年４月２日～
平成23年４月１日生

短時間勤務者（①・②を両方満たすもの）に与えられる有給休暇
①週の所定労働時間が30時間未満　②週の所定労働日数が４日以下

週所定
労働日数

勤続年数

6ヶ月 1年
6ヶ月

2年
6ヶ月

3年
6ヶ月

4年
6ヶ月

5年
6ヶ月

6年6ヶ月
以上

短
時
間

4日 7日 8日 9日 10日 12日 13日 15日
3日 5日 6日 6日 8日 9日 10日 11日
2日 3日 4日 4日 5日 6日 6日 7日
1日 1日 2日 2日 2日 3日 3日 3日

原則（①②以外） 10日 11日 12日 14日 16日 18日 20日

上限規制のイメージ
（改正前） （改正後）

上限なし
（年６ヶ月まで）

法律による上限
（特別条項/年６ヶ月まで）

法律による上限
（原則）

１年間＝12ヶ月

大臣告示による上限
（行政指導）

✓年720時間
✓複数月平均80時間＊
✓月100時間未満＊

＊休日労働を含む
✓月45時間
✓年360時間

✓月45時間
✓年360時間

　⎧　⎜　⎜　⎜　⎜　⎨　⎜　⎜　⎜　⎜　⎩

法定労働時間
✓１日８時間
✓週40時間

条
項
）
に
よ
る
時
間
外
労

働
に
つ
い
て
も
上
限
時
間

を
設
置
す
る
こ
と
の
２
点

で
す
。

　

①
に
関
し
て
は
、
上
限

を
超
え
た
時
間
外
労
働
を

従
業
員
に
さ
せ
た
場
合
、

即
時
処
罰
の
対
象
と
な
り

う
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　

②
の
特
別
条
項
に
よ
る

時
間
外
労
働
へ
の
上
限
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
は
特
別

条
項
に
該
当
す
る
業
務
を

行
う
た
め
で
あ
れ
ば
、
１

年
に
つ
き
６
ヶ
月
ま
で
上

限
な
し
で
時
間
外
労
働
を

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
し

た
（
臨
時
的
な
特
別
な
事

情
に
は
単
な
る
業
務
の
繁

忙
は
該
当
し
な
い
）。

　

特
別
条
項
に
該
当
す
る

業
務
を
行
う
場
合
で
あ
っ

て
も
、
災
害
時
の
復
興
・

復
旧
作
業
を
除
き
１
ヶ
月

に
つ
き
１
０
０
時
間
未
満
、

１
年
通
算
７
２
０
時
間
、

複
数
月
で
平
均
し
た
と
き

80
時
間
を
上
回
る
こ
と
は

で
き
な
く
な
り
ま
す
（
詳

細
は
左
上
図
参
照
）。

　

ま
た
、
特
別
条
項
に
よ

り
時
間
外
労
働
を
さ
せ
る

場
合
は
、
通
常
の
時
間
外

労
働
・
休
日
労
働
に
関
す

る
協
定
（
36
協
定
）
だ
け

で
は
足
り
ず
、
限
度
時
間

を
超
え
て
時
間
外
・
休
日

労
働
を
行
わ
せ
る
場
合
の

協
定
（
特
別
条
項
の
た
め

の
協
定
）
を
別
途
監
督
署

に
届
け
出
る
こ
と
や
、
就

業
規
則
や
雇
用
契
約
書
等

へ
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　

法
令
違
反
の
事
業
所
に

対
し
て
は
厳
し
い
対
応
が

取
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
不
明
点
等
が
あ
れ

ば
組
合
や
監
督
署
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

働き方改革
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れ
て
い
る
労
働
者
に
対
す

る
健
康
障
害
防
止
の
た
め

の
保
護
措
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
有
機
溶
剤
・

特
定
化
学
物
質
・
石
綿
・

粉
じ
ん
作
業
な
ど
の
危
険

有
害
業
務
が
対
象
で
す
。

保
護
措
置
の
中
に
は
、
労

働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

特
別
教
育
な
ど
の
実
施
講

習
機
関
を
紹

介
す
る
等
の

配
慮
も
設
け

ら
れ
て
い
ま

す
。

　

制
度
の
詳

細
は
厚
生
労

働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
、

下
記
の
二
次

元
コ
ー
ド
か

ら
確
認
す
る

こ
と
が
で
き

ま
す
。

第182章

兄と会社を大きく
社会の厳しさ乗り越えて

　
【
青
年
部　

山
田
も

も（
20
歳
・
児
島
）】
私

は
中
学
を
卒
業
し
て
す

ぐ
に
兄
の
営
む
塗
装
店

で
働
き
始
め
、
今
年
で

４
年
が
経
ち
ま
し
た
。

最
初
は
分
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
、
学
生
生

活
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
や
社

会
の
厳
し
さ
に
と
て
も

戸
惑
い
ま
し
た
が
、
兄

か
ら
時
に
は
厳
し
く
指
導

さ
れ
、
仕
事
に
も
徐
々
に

慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
は
正
直
、
勉
強
よ
り

も
体
を
動
か
す
こ
と
が
得

意
な
の
で
、
現
場
仕
事
は

向
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と

つ
仕
事
を
覚
え
て
い
く
う

ち
に
、
最
近
で
は
現
場
を

任
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
て

き
て
、
や
り
が
い
と
と
も

に
自
信
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
仕
事
に
繋
が

る
資
格
の
取
得
や
新
し
い

こ
と
に
も
積
極
的
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
兄
と

と
も
に
会
社
を
大
き
く
す

る
た
め
、
当
事
者
意
識
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

雇
用
保
険
の
料
率
引
き
上
げ

令
和
５
年
４
月
分
か
ら　

　
【
労
働
対
策
部
】先
月
の

組
合
機
関
紙
で
お
知
ら
せ

し
た
令
和
５
年
度
の
雇
用

保
険
料
率
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

　
【
賃
金
対
策
部
】材
料
費

や
燃
料
費
の
高
騰
、
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
大

変
に
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
勤
務
し
て
い

た
事
業
所
が
倒
産
し
、
賃

金
が
支
払
わ
れ
な
い
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
労
働
者
に

対
し
、
独
立
行
政
法
人
労

働
者
健
康
安
全
機
構
が
行

う
未
払
賃
金
の
立
替
払
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
は
、
次
の
条
件
ど

ち
ら
に
も
当
て
は
ま
り
、

事
業
所
の
倒
産
に
つ
い
て

破
産
管
財
人
や
労
働
基
準

監
督
署
長
の
確
認
を
受
け

し
た
給
付
額
が
増
加
し
財

源
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
令
和
５
年
度
分
国

会
予
算
委
員
会
で
審
議
さ

れ
、
左
記
表
の
と
お
り
料

 

保
護
措
置
の
対
象
が
拡
大

令
和
５
年
４
月
よ
り
開
始

　
【
労
働
対
策
部
】令
和

５
年
４
月
１
日
か
ら
労

働
安
全
衛
生
規
則
の
改

正
に
よ
り
、
危
険
有
害

な
作
業
を
行
う
事
業
者

は
、
作
業
を
請
負
わ
せ

て
い
る
事
業
主
や
一
人

親
方
に
対
し
て
一
定
の

保
護
措
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
雇
用
さ

れ
て
い
る
現
場
で
従
事

す
る
労
働
者
（
被
雇
用

者
）
を
対
象
に
保
護
義

務
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
場
で
作
業
す
る
労
働

者
以
外
の
従
事
者
や
資

材
搬
入
業
者
、
警
備
員

な
ど
も
含
ま
れ
る
よ
う

に
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま

す
。

　

危
険
有
害
な
作
業
と

は
労
働
安
全
衛
生
法
第

22
条
に
関
し
て
定
め
ら

　
【
住
宅
対
策
部
】建
労
岡

山
で
は
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

者
団
体
で
あ
る
「
全
建
総

連
リ
フ
ォ
ー
ム
協
会
（
全

　全リ協

入会の検討を
PRや信頼獲得に期待

労働者の生活を守る
未払賃金の立替払制度

率
が
１
０
０
０
分
の
２
上

が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
４
月
分
か
ら
、

雇
用
保
険
被
保
険
者
分
の

保
険
料
負
担
と
、
給
与
か

ら
天
引
き
す
る
雇
用
保
険

料
が
変
更
に
な
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　

事
業
内
容
が
建
設
事
業

か
一
般
事
業
（
製
造
業
等

の
そ
の
他
の
業
種
）
で
料

率
が
異
な
る
の
で
該
当
の

表
を
参
照
く
だ
さ
い
。

雇
用
保
険
の

�
手
続
き
に
つ
い
て

　

従
業
員
の
雇
入
れ
の
際

に
、
手
続
き
が
必
要
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

雇
用
保
険
の
被
保
険
者

手
続
が
必
要
な
方
は
週
20

一
人
親
方
等

リ
協
）」の
岡
山
県
支
部
の

運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
団

体
と
は
、
国
土
交
通
省
が

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
の

健
全
な
発
達
と
消
費
者
が

安
心
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
を
図
る
た
め
に
創
設

し
た
制
度
で
す
。

　

会
員
に
な
る
に
は
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
元

請
実
績
が
あ
り
、
建
設
業

許
可
ま
た
は
一
定
の
有
資

格
者
が
在
籍
し
て
お
り
、

入
会
前
に
講
習
を
受
講
す

る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

会
員
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
者
団
体
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
使
用
で
き
、
名
刺

等
に
表
示
さ
せ
消
費
者
に

Ｐ
Ｒ
で
き
る
他
、
国
土
交

通
省
の
認
定
団
体
に
所
属

し
て
い
る
こ
と
で
、
消
費

者
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行

っ
て
い
る
事
業
者
は
入
会

を
検
討
く
だ
さ
い
。
申
込

み
等
は
所
属
支
部
ま
で
。

※詳細は労働者健康安全機構ホームページまで

この期間内で退職した人が対象

６ヶ月
２年間

た
方
で
す
。

　

①
１
年
以
上
継
続
し
て

事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業

主
に
雇
用
さ
れ
、
企
業
の

倒
産
に
伴
い
賃
金
が
未
払

い
に
な
っ
て
い
る
従
業
員
。

　

②
裁
判
所
へ
の
破
産
手

続
開
始
等
の
申
立
日
（
法

律
上
の
倒
産
の
場
合
）
又

は
、
労
働
基
準
監
督
署
長

に
対
す
る
事
実
上
の
倒
産

の
認
定
申
請
日
（
事
実
上

の
倒
産
の
場
合
）
の
６
ヶ

月
前
の
日
か
ら
起
算
し
て

２
年
の
間
に
当
該
企
業
を

退
職
し
た
方
で
あ
る
こ
と

で
す
。

　

立
替
払
い
さ
れ
る
金
額

は
未
払
い
賃
金
総
額
の
80

／
１
０
０
で
年
齢
ご
と
に

上
限
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
確
認
く
だ

さ
い
。

時
間
以
上
働
き
、
31
日
以

上
継
続
し
て
働
く
見
込
み

の
労
働
者
で
す
。

※�

見
習
い
や
、
短
時
間
労

働
者
で
も
要
件
を
満
た

せ
ば
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。

☆
手
続
き
期
限

　

雇
用
し
た
と
き
は
雇
入

日
の
翌
月
の
10
日
ま
で
。

退
職
し
た
と
き
は
、
退
職

日
か
ら
10
日
以
内
。

☆�

雇
用
保
険
の
被
保
険
者

に
該
当
し
な
い
方

　

事
業
主
、
会
社
役
員
、

事
業
主
の
同
居
親
族
は
原

則
、
雇
用
保
険
の
被
保
険

者
と
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
事
業
主
の
同
居
親
族

や
会
社
役
員
が
兼
務
役
員

と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

給
与
の
支
払
い
方
や
働
き

方
な
ど
、
一
般
の
従
業
員

と
同
等
だ
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
被
保
険
者
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
不
明
点
は
組

合
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

建設の事業
対象期間 雇用保険料率 事業主負担分 労働者負担分
令和４年度
４月～９月分 12.5/1000 8.5/1000 4/1000

令和４年度
10月～　
翌３月分

16.5/1000 10.5/1000 6/1000

令和５年度
４月～
翌３月分

18.5/1000 11.5/1000 7/1000

一般の事業（製造業など）
対象期間 雇用保険料率 事業主負担分 労働者負担分
令和４年度
４月～９月分 9.5/1000 6.5/1000 3/1000

令和４年度
10月～　
翌３月分

13.5/1000 8.5/1000 5/1000

令和５年度
４月～　
翌３月分

15.5/1000 9.5/1000 6/1000

厚生労働省ホームページ
一人親方等の
安全衛生対策について

６ヶ月
前の日

（R5.3.1）

２年目の日
（R7.2.28）

破産手続開
始等の申立
日または認
定申請日
（R5.9.1）
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将来の大工を育成
小さいころから経験を

　
【
総
社
支
部
】12
月
16
日
、

総
社
市
の
維
新
小
学
校
で

木
工
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

教
室
に
は
小
学
３
年
生
、

４
年
生
の
10
人
ほ
ど
が
参

加
し
、
一
人
１
つ
ず
つ
木

　

各
支
部
で
１
月
下
旬
よ

り
順
次
開
催
さ
れ
て
い
る

定
期
大
会
で
は
、
次
年
度

の
運
動
方
針
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
大
寺
支
部
は
、
１
月

22
日
に
西
大
寺
公
民
館
で

開
催
。
多
く
の
困
難
が
満

ち
溢
れ
る
中
で
「
組
合
員

の
た
め
の
組
合
」
を
目
指

し
組
織
拡
大
、仕
事
確
保
、

生
活
安
定
を
目
指
し
た
諸

運
動
を
展
開
し
、
組
合
の

製
の
パ
チ
ン
コ
を
作
成
。

板
に
釘
を
打
つ
練
習
を
行

い
な
が
ら
、
正
し
い
か
な

づ
ち
の
持
ち
方
や
釘
を
打

つ
力
の
入
れ
具
合
を
学
び

ま
し
た
。

　

下
準
備
と
し
て
、
あ
ら

か
じ
め
板
に
釘
穴

を
開
け
、
板
も
ユ

ニ
ッ
ト
に
分
け
て

切
っ
て
お
き
ま
し

た
が
、
か
な
づ
ち

を
使
っ
た
こ
と
が

な
い
子
供
も
多
く

悪
戦
苦
闘
。
し
か

し
、
一
緒
に
作
っ

た
り
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
り
し
て

発
展
に
繋
げ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

１
月
29
日
に
は
苫
田
西

支
部
が
鏡
野
町
ペ
ス
タ
ロ

ッ
チ
館
、
玉
島
支
部
が
支

部
会
館
に
て
そ
れ
ぞ
れ
開

催
し
ま
し
た
。

　

苫
田
西
支
部
は
今
年
結

成
60
周
年
の
節
目
を
迎
え

る
こ
と
を
受
け
、
新
た
に

一
層
の
団
結
を
強
化
し
、

処
遇
改
善
に
よ
る
担
い
手

確
保
・
育
成
に
取
り
組
む

こ
と
、
諸
先
輩
方
が
築
き

保
険
証
の
外
字
廃
止

令
和
５
年
３
月
か
ら
順
次
変
換

上
げ
て
き
た
魅
力
あ
る
組

合
を
将
来
に
繋
げ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

玉
島
支
部
で
は
、
共
済

学
習
会
を
開
催
し
、
主
に

「
け
ん
ろ
う
共
済
」
の
給

付
対
象
と
な
る
事
案
や
申

請
方
法
や
、
健
康
保
険
の

適
用
除
外
制
度
な
ど
、
組

合
員
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

と
な
る
制
度
の
周
知
に
向

け
て
行
動
す
る
こ
と
等
を

提
案
し
ま
し
た
。

　

２
月
５
日
に
は
苫
田
支

部
が
加
茂
町
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

促
進
の
学
習
会
を
行
う
方

針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
住
民
票
の
氏

名
・
住
所
に
外
字
（
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
外
の
文
字
）
が
含

ま
れ
る
場
合
に
は
、
組
合

内
で
文
字
を
作
成
し
対
応

し
て
き
ま
し
た
が
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に

伴
い
事
務
処
理
に
支
障
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
外
字
の
取
り
扱
い
を

終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

氏
名
等
に
外
字
が
含
ま

れ
て
い
る
場
合
、
令
和
５

い
る
と
「
楽
し
か
っ
た
」

と
い
う
感
想
も
聞
く
こ
と

が
で
き
、
ケ
ガ
も
な
く
無

事
楽
し
い
教
室
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
担
い
手
確
保
の

為
に
も
、
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
木
や
釘
に
触
れ
、
物
を

作
る
経
験
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
将
来
大
工
に

な
り
た
い
子
供
が
増
え
、

少
し
で
も
後
継
者
不
足
の

歯
止
め
に
な
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
よ

り
多
く
の
子
供
た
ち
に
大

工
の
仕
事
に
触
れ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
よ
り
、
組
合

員
の
み
な
さ
ん
に
は
、
建

労
岡
山
の
組
合
費
や
建
設

国
保
の
国
民
健
康
保
険
料

な
ど
を
記
載
し
た
『
領
収

証
・
請
求
書
』
を
建
労
岡

山
本
部
か
ら
直
接
、
郵
送

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
班
長
さ
ん

が
手
配
り
で
個
別
に
届
け

て
い
ま
し
た
が
、
誤
送
や

意
図
し
な
い
紛
失
、
遅
延

な
ど
で
組
合
員
さ
ん
に
迷

惑
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
、

組
合
へ
の
信
頼
が
損
な
わ

れ
、
班
長
さ
ん
に
も
精
神

的
に
大
き
な
負
担
が
強
い

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
の
保

護
の
観
点
か
ら
も
対
応
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

領
収
書
等
を
直
接
送
付

４
月
発
送
分
よ
り
実
施

年
３
月
か
ら

類
似
文
字
へ

順
次
変
換
し

ま
す
。
該
当

の
組
合
員
に

は
個
別
に
通

知
し
ま
す
が
、

交
付
済
の
保

険
証
等
の
差

し
替
え
は
行

い
ま
せ
ん
の

で
引
き
続
き

お
使
い
く
だ

さ
い
。

　

建
労
岡
山
は
、
安
全
・

安
心
、
確
実
に
組
合
員
さ

ん
の
手
元
に
組
合
費
や
国

保
保
険
料
が
記
載
さ
れ
た

領
収
証
等
を
届
け
、
班
長

さ
ん
の
精
神
的
負
担
を
軽

減
し
、
さ
ら
に
、
建
労
岡

山
、
建
設
国
保
が
組
合
員

さ
ん
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な

る
組
織
に
な
る
た
め
、
こ

の
度
、
郵
送
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。領
収
証
等
は
、

毎
月
口
座
引
落
後
、
土
・

日
曜
日
を
除
き
、
10
日
前

後
で
手
元
に
届
き
ま
す
。

　

領
収
金
額
と
翌
月
引
落

し
予
定
の
請
求
額
を
必
ず

確
か
め
引
落
不
能
に
な
ら

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
保
険
料

�

引
き
上
げ
の
予
定

　

令
和
５
年
度
の
国
民
健

康
保
険
料
が
引
き
上
が
る

予
定
で
す
。
４
月
末
に
届

い
た
請
求
書
を
必
ず
確
認

く
だ
さ
い
。

魅力ある組合へ
次年度の方針を確認

制度の周知を図る（玉島）

慣れないかなづちに大奮闘

組
合
員
の
た
め
の
組
合
を（
西
大
寺
）

― 未就学児償還金のお知らせ ―
　未就学児に係る子育て世代への経済的負担の軽減措置の導入
にあたり、未就学児がいる世帯へ、1人あたり12,000円の還付
を行いました。
【対象者】�建設国保に加入する未就学児（６歳に達する日以後最

初の３月31日以前である被保険者)で直近の11月30
日時点で資格のある者。

【振込日】令和５年２月14日

外字変更例
外字 類似文字

➡ 円
➡ 花

支　部
定期大会

「石綿作業主任者技能講習」
開催のお知らせ

【開 催 日】６月12日㈪～13日㈫
10月10日㈫～11日㈬
※２日間の受講が必要

【開催時間】１日目：９時～16時25分
２日目：９時～15時15分

【実施機関】岡山県労働基準協会
【実施場所】�岡山県安全衛生会館�

岡山市南区山田2315-4
【受講資格】満18歳以上の者
【受 講 料】12,980円（テキスト代含む）
【定　　員】100人（定員になり次第締切）
　※申込、問い合わせは所属支部まで。

令和５年度
技能検定（前期）受検案内

【検定職種】�左官、畳製作、建築板金、建具
製作、防水施工、塗装、タイル
張り、内装仕上げ施工

【受付期間】４月３日（月）～４月14日（金）
【受 検 料】�１級・２級とも�

学科： 3,100円�
実技：18,200円
※�25歳未満で雇用保険被保険者
は２級実技受検料が9,200円
になります。

【申 込 先】�岡山県職業能力開発協会�
岡山市北区内山下2-3-10�
TEL：086-225-1547
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地
と
海
鮮
丼
な
ど
の
グ

ル
メ
も
堪
能
し
ま
し
た
。

　

５
人
の
旅
の
き
っ
か

け
は
近
場
の
日
帰
り
旅

行
。
梅
や
桜
を
見
に
い

こ
う
か
と
始
ま
っ
た
ド

ラ
イ
ブ
の
帰
り
道
で
温

泉
に
寄
る
よ
う
に
な
り
、

気
づ
け
ば
４
～
５
年
も

続
く
恒
例
行
事
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

基
本
は
日
帰
り
旅
行

で
す
が
、
九
州
を
１
泊

２
日
で
旅
し
た
こ
と
も
。

今
後
の
目
標
は
、
フ
ェ

リ
ー
を
使
い
車
で
行
く

北
海
道
旅
行
で
、「
３
泊

４
日
で
グ
ル
メ
と
温
泉

を
満
喫
し
た
い
」
と
の

こ
と
で
す
。

　

「
旅
行
は
夫
婦
円
満

の
秘
訣
で
も
あ
る
。
次

は
ど
こ
に
行
き
た
い
と

い
う
楽
し
い
会
話
が
増

え
る
。
同
じ
場
所
で
も

時
間
や
季
節
に
よ
っ
て

全
く
違
っ
て
楽
し
め
る

の
で
、
時
間
に
追
わ
れ

な
い
ゆ
と
り
あ
る
旅
を

続
け
た
い
」
と
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

い
ま
す
。
着
付
け
８
年
、

山
野
草
の
会
２
年
、
そ
し

て
英
会
話
を
２
年
続
け
て

い
ま
す
。

　

英
会
話
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
ル
ー
大
柴
さ
ん

の
Ｃ
Ｍ
で
し
た
。「
バ
カ
も

ホ
リ
デ
イ
ホ
リ
デ
イ
…
」

「
藪
か
ら
ス
テ
ィ
ッ
ク
に

…
」
は
理
解
で
き
ま
し
た

が
「
ト
ゥ
ゲ
ザ
ー
し
よ
う

ぜ
」
が
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
中
学
、
高
校
、
専

門
学
校
と
10
年
以
上
英
語

は
勉
強
し
ま
し
た
が
、
少

し
複
雑
に
な
る
と
も
う
分
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今
月
の
お
も
な
行
事

仲間５人でゆとり旅
日帰りで楽しむ温泉巡り

児島郡支部�今井勝弘さん（サッシ工・68歳）

　

支
部
長
も
務
め
る
今
井

さ
ん
は
「
中
四
国
の
温
泉

は
ほ
ぼ
回
っ
た
」
と
語
り

ま
す
。

　

毎
週
末
の
よ
う
に
、
奥

さ
ん
も
一
緒
の
仲
間
５
人

で
温
泉
巡
り
を
満
喫
。
基

本
は
近
場
の
温
泉
で
す
が
、

月
に
数
回
は
往
復
約
５
０

０
㎞
を
車
で
移
動
し
、
観

光
地
と
温
泉
を
巡
る
日
帰

り
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
２
日
に
は
恒
例
行

事
の
初
詣
と
し
て
愛
媛
県

の
大
山
祗
神
社
を
訪
れ
、

樹
齢
約
３
０
０
０
年
の

「
生
樹
の
御
門
」
を
く
ぐ

り
、
椿
神
社
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
伊
豫
豆
比
古
命

神
社
に
参
拝
し
ま
し
た
。

　

翌
週
１
月
８
日
に
は
淡

路
島
で
七
福
神
巡
り
。
島

内
の
七
福
を
訪
れ
、
観
光

西大寺支部
赤木　政江

　

主
人
は
自
営
で
建
築
塗

装
を
40
年
し
て
お
り
、
丁

寧
な
仕
事
で
お
客
様
に
喜

ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。
私

も
主
人
の
弁
当
を
作
り
、

仕
事
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
人
生
１
０
０
年

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
72
歳
で
す
が
仕
事
に
趣

味
に
と
、
忙
し
い
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
は

現
役
保
育
士
で
、
週
に
３

回
勤
務
し
て
い
ま
す
。
趣

味
は
多
く
、
カ
ラ
オ
ケ
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
、
公
民

館
の
教
室
に
も
参
加
し
て

着物の着付けもお手のもの

か
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
横

文
字
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

海
外
旅
行
へ
行
き
た
い
と

か
大
き
な
夢
は
有
り
ま
せ

ん
が
、
人
生
１
０
０
年
で

残
り
の
約
20
年
を
有
意
義

に
過
ご
す
た

め
に
、
英
語

の「
語
ら
い
」

を
少
し
で
も

増
や
し
た
い

と
思
っ
て
始

め
た
英
会
話
。

出
会
っ
た
仲

間
は
皆
良
い

七福神の前で記念撮影

人
ば
か
り
で
楽
し
く
学

ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
う
さ
ぎ
年
で

す
。
ホ
ッ
プ
！
ス
テ
ッ

プ
！
ジ
ャ
ン
プ
！
で
、

飛
躍
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

第３回「建労岡山写真展」作品募集
【対象作品】 ①組合員自らが製作し撮影したもの

②�製作した作品は組合員の技術を活かした
もの

③過去に披露したことのないもの
※①②③の要件全てを満たすこと

【提出方法】�所定の申請用紙とＡ４で印刷した写真もし
くは写真データを添えて所属支部に提出
してください。

【締　　切】令和５年３月31日（本部必着）
【参 加 賞】クオカード3,000円分
【備　　考】 ①�応募作品は本部定期大会で展示します。

応募写真は原則返却しません（返却希望
分のみ返却）

 ②�応募作品数は応募順で40作品程度の予
定です。

　※詳細は所属支部へ問い合わせてください。

　

新
年
号
で
掲
載
を
し
た

「
８
つ
の
ま
ち
が
い
さ
が

し
」
の
正
解
発
表
で
す
。

　

応
募
98
通
の
う
ち
、
メ

ー
ル
で
の
応
募
は
19
通
で

し
た
。
な
お
、
当
選
者
の

発
表
は
景
品
の
発
送
を
も

っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
今
後
も
み
な
さ
ん
か

ら
の
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

や
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

応募者の声
◎�女性が少ない職人の世界に飛び込んで頑張ってお
られる松本さんに励まされました。重たいものを
運ぶ時腰を痛めないように気を付けてください。
◎新年号はカラー版で見ていて楽しいです。
◎�毎月いろんな情報を載せてくれてるので知らない
こともあり助かっています。
◎�一職人レベルではなかなか得られないような情報
や仲間のことが知れて大変ありがたく思っていま
す。
◎�「鈴の音」の「自分らしく何でも挑戦」…なるほ
ど！まずは自分が決める。人生の参考になります。
◎�２年ぶりに全ての答えがわかり、スッキリ。今年
はうさぎ年で年男ですので、飛躍の年にしたい。

正
解
発
表

50
人
に
ク
オ
カ
ー
ド

まちがい
さがし

ま
ち
が
い
さ
が
し
お
詫
び

　

印
刷
の
都
合
に
よ
り
お
城

の
屋
根
の
し
ゃ
ち
ほ
こ
の
位

置
の
ず
れ
が
数
か
所
あ
っ
た

た
め
、
該
当
の
し
ゃ
ち
ほ
こ

に
つ
い
て
も
正
解
と
し
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代

趣
味
と
仕
事
で
毎
日
充
実

〈
県　

内
〉

３
日　

書
記
研
修

８
日

　

�

職
訓
協
会
理
事
会
・
運

営
委
員
会

10
日　

青
年
部
幹
事
会

12
日

　
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別
教
育

14
日　

四
役
会
議

17
日　

女
性
会
幹
事
会

22
日　

予
算
編
成
会
議

25
日　

職
訓
校
卒
入
式

29
日　

執
行
委
員
会

〈
県　

外
〉

９
日
～
10
日

　

�

全
国
住
宅
対
策
活
動
者

会
議（
W
E
B
）

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、

予
定
が
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

支
部
定
期
大
会（
予
定
）

３
月
12
日

⃝
赤
磐
支
部
９
時
30
分
～

　

支
部
会
館

３
月
18
日

⃝
笠
岡
支
部
13
時
30
分
～

　

笠
岡
市
民
会
館

３
月
19
日

⃝
岡
山
支
部
13
時
～

　

労
働
福
祉
事
業
会
館

　
（
岡
山
労
金
ビ
ル
）

⃝
英
田
支
部
10
時
～

　

街
並
み
保
存
館　

蔵

３
月
25
日

⃝
井
原
支
部
13
時
30
分
～

　

支
部
会
館

３
月
26
日

⃝
都
窪
支
部
13
時
30
分
～

　

�

岡
山
西
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

建
労
岡
山
本
部
会
館
建
物
老
朽
化
に
伴
い

会
館
建
設
検
討
委
員
会
を
発
足
し

 

検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す


